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日
月
の
見
掛
け
の
大
さ

理
學
士
　
　
紳
　
田
　
　
茂

　
彗
星
の
尾
が
何
尺
叉
は
蓮
華
位
で
あ
っ
た
こ
か
、
何
寸
位

の
大
さ
の
火
球
が
飛
ん
だ
ε
か
、
叉
金
星
ε
火
星
ε
が
何
三

位
に
接
近
し
把
ご
か
い
ふ
檬
に
、
天
塞
上
の
大
さ
、
長
さ
、

角
距
離
等
を
何
丈
何
尺
等
の
言
葉
で
表
は
す
事
は
通
俗
的
に

は
往
〃
用
ひ
ら
れ
て
る
る
が
、
大
膿
の
大
さ
は
推
定
し
得
る

こ
し
て
も
精
確
に
角
度
に
換
算
し
得
な
い
の
で
、
是
等
の
現

象
を
記
録
す
る
科
學
的
の
言
ひ
表
は
し
方
ど
は
い
ひ
難
い
。

　
支
那
の
古
い
書
物
に
は
随
分
貴
重
な
天
文
の
記
録
が
少
く

な
い
。
其
通
の
中
に
も
何
丈
何
尺
何
寸
等
こ
い
ふ
言
葉
が
使

は
れ
て
る
る
。
其
二
三
の
例
を
次
に
畢
げ
て
見
れ
ば
、

　
（
漢
書
天
文
志
）
成
帝
河
卒
元
年
十
一
月
乙
卯
。
月
蝕
嶺
星
一
。

星
不
レ
見
時
在
輿
鬼
西
北
入
九
尺
所
一
。

　
（
後
漢
書
天
文
志
）
光
武
帝
中
元
二
年
八
月
丁
巳
。
火
犯
昌
太

微
西
南
角
星
『
相
去
二
寸
。

　
（
唐
北
天
丈
志
）
昭
帝
景
福
二
年
四
月
乙
酉
。
有
三
彗
星
於
H
上

台
一
。
長
十
除
丈
。
東
行
。
入
二
太
笛
一
Q
掃
嵩
大
角
一
〇
入
天
帝
一
。
径
昌
三

句
点
七
日
頃
言
書
つ
至
ニ
五
十
飴
三
岡
。

　
（
宋
霊
目
天
文
士
心
）
・
威
李
⊥
向
洋
十
一
月
癸
専
有
レ
日
蛋
G
出
盗
畢
・
至

屏
星
北
一
没
。
尾
跡
蛇
行
屈
曲
三
月
除
。
久
方
没
。

　
此
檬
に
支
那
に
は
随
分
奮
い
時
代
か
ら
掩
蔽
、
合
、
彗
星

流
星
其
他
種
々
の
天
文
現
象
の
詳
し
い
記
録
が
あ
る
。
記
録

上
の
一
尺
は
大
膿
一
度
位
で
あ
る
”
こ
い
ふ
事
は
種
々
の
書
物

に
か
い
て
あ
る
が
そ
れ
以
上
詳
し
い
調
査
は
殆
ざ
な
い
か
ご

思
ふ
。
然
し
一
尺
を
一
度
こ
す
れ
ば
、
前
の
第
三
の
例
で
は

彗
星
の
尾
が
二
百
度
以
上
あ
っ
だ
事
こ
な
っ
て
、
そ
の
様
な

事
は
不
可
能
ご
思
は
れ
る
。
一
尺
は
一
度
よ
り
幾
ら
か
小
さ

か
ら
う
ご
思
は
れ
る
。

　
前
の
第
一
、
第
二
の
例
の
檬
に
或
時
の
惑
星
ε
恒
星
ど
の

距
離
叉
は
惑
星
ご
惑
星
こ
の
距
離
が
何
尺
等
ε
記
さ
れ
て
み

る
も
の
で
は
少
々
計
算
を
し
て
見
れ
ば
其
時
の
角
距
離
が
わ

か
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
一
尺
が
何
度
に
當
っ
て
居
急
か
を
知

る
事
が
で
き
る
。
余
が
前
例
の
第
一
か
ら
計
算
し
党
所
で
鳳

一
尺
は
○
・
六
度
位
ら
し
く
思
は
れ
る
。
此
様
な
例
の
多
藪

に
つ
い
て
一
尺
が
幾
何
位
に
書
写
し
て
み
る
か
を
算
出
し
て

置
く
の
も
、
彗
星
の
由
記
録
等
を
有
効
に
役
に
立
覚
せ
る
の

に
必
要
な
事
で
あ
る
ご
思
ふ
。

　
こ
の
位
の
角
距
離
を
一
尺
位
ご
聾
す
る
か
は
全
く
心
理
學
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的
の
問
題
で
、
詫
人
に
よ
っ
て
も
異
り
、
鋼
象
物
に
よ
っ
て

も
異
り
、
又
高
度
に
よ
っ
て
も
蝕
軽
異
っ
て
居
る
で
あ
ら
う

ご
思
ふ
。
月
の
大
さ
を
或
は
五
寸
ど
い
ひ
、
或
は
一
尺
こ
い

ひ
或
は
二
尺
ε
い
ふ
襟
に
見
る
人
に
依
て
一
致
し
な
い
。

　
…
壷
草
物
に
よ
っ
て
同
じ
角
距
離
で
も
違
っ
た
長
さ
に
戚
す
・

る
例
で
は
、
オ
リ
オ
ン
座
の
三
つ
星
の
各
の
間
の
距
離
が
、

月
の
直
径
の
何
温
位
あ
る
標
に
思
は
れ
る
か
を
比
べ
て
見
る

ビ
よ
く
わ
か
る
。
三
つ
星
の
間
の
距
離
ば
大
凡
一
度
二
十
三

分
差
で
月
の
書
辞
の
約
二
・
七
倍
で
あ
る
。
然
し
多
藪
の
入

々
に
は
月
の
直
径
の
一
倍
牢
乃
至
二
倍
位
ど
威
す
る
ら
し
い

此
様
に
月
の
直
増
が
星
の
間
の
距
離
よ
り
も
比
較
的
大
き
く

序
す
る
の
は
充
漏
し
π
塞
間
が
剰
戟
の
な
い
蔵
回
の
塞
間
よ

b
も
大
き
く
差
す
る
の
こ
、
窪
い
党
も
の
が
大
き
く
戚
ぜ
ら

る
、
こ
い
ふ
心
理
作
用
ご
に
起
因
す
る
の
ε
思
は
れ
る
。

　
月
や
太
陽
が
高
度
に
よ
っ
て
大
さ
が
異
っ
て
威
ぜ
ら
れ
る

事
か
ら
考
へ
て
見
れ
ば
、
謝
象
物
の
高
度
に
よ
っ
て
も
一
尺

ご
見
積
る
角
度
》
異
っ
て
來
る
の
は
三
厩
で
あ
ら
う
。

　
昨
年
九
月
十
六
日
新
潟
縣
下
前
池
村
に
隔
…
（
石
が
落
下
し
セ

時
、
其
が
流
星
こ
し
て
の
飛
行
朕
況
の
報
告
を
集
め
セ
の
に

火
球
の
大
さ
が
何
寸
位
ざ
い
ふ
様
な
多
歎
の
報
告
を
得
π
。

　
此
様
な
流
星
の
大
さ
の
研
究
上
に
も
、
古
記
録
の
調
査
上

に
も
、
叉
心
理
學
的
方
面
か
ら
見
て
も
、
　
一
般
の
人
々
が
幾

何
位
の
角
度
を
一
尺
ご
見
積
る
か
を
統
計
鮒
に
調
査
し
て
見

る
の
も
必
要
な
事
で
も
あ
り
、
叉
興
味
あ
る
事
で
も
あ
る
ご

思
う
て
、
差
當
り
櫛
響
岩
…
石
飛
行
歌
学
に
点
て
最
多
数
の
報

告
を
寄
せ
ら
れ
た
長
野
縣
埴
科
郡
の
中
澤
登
氏
に
依
頼
し
て

東
條
小
罵
言
並
に
同
補
習
學
稜
生
徒
に
就
て
太
陽
及
月
は
幾

何
位
の
大
さ
に
見
ね
る
か
調
査
統
計
し
て
も
ら
つ
π
。
調
査

に
は
両
ほ
不
備
の
鮎
が
あ
っ
た
け
れ
ご
も
、
各
學
年
毎
の
李

均
値
嵩
に
最
大
及
最
小
の
値
を
別
表
に
列
記
す
る
。

　
實
業
補
習
夕
露
の
豫
科
一
年
は
高
等
一
年
の
年
齢
に
相
當

し
、
以
下
之
に
準
ず
る
。
此
他
に
尋
常
四
年
に
就
て
も
調
査

が
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
李
均
値
が
一
尺
内
外
で
他
の
値
よ
り
飛

び
は
な
れ
て
ゐ
π
か
ら
是
に
は
除
外
し
セ
。
前
表
に
よ
っ
て

見
れ
ば
、
調
査
人
員
の
少
い
場
合
の
他
は
李
均
値
は
相
當
に

一、

v
し
た
値
に
な
っ
て
、
総
断
路
で
は
太
陽
が
七
寸
二
分
月

が
七
寸
三
分
．
こ
な
つ
だ
。
太
陽
の
計
量
直
言
は
三
十
二
分
、

月
は
三
十
一
分
で
あ
る
か
ら
、
之
か
ら
計
算
す
れ
ば
｝
尺
が

大
凡
四
十
三
分
宇
帥
約
○
・
七
度
の
角
度
に
相
幽
し
て
み

る
Q
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太
陽
及
月
の
見
掛
の
大
さ
に
つ
き
て
の
調
査

eSi呈同塑童壁同韮爵
安舅女男女男女男女男聾

　＿　　　　　　　　　　人i調
査三五冗δ宅宅i蓋毛巽員査

　
太
　
　
　
陽

軍
均
　
最
大

七
。
六
寸
二
三
●
0
丁

七
・
九
　
盃
蓋

七
・
五
　
一
五
・
〇

七
・
四
　
蓋
の
〇

六
・
二
　
買
価

六
・
一
　
八
・
〇

七
毛
　
毛
。
〇

九
●
〇
　
二
〇
●
〇

七
●
二
　
一
三
・
〇

七
●
五
　
き
●
O

（
實
業
補
習
學
校
、
女
乎
）

豫
科
一

同
　
　
二

本
科
一

同
　
　
二

同
　
　
三

研
究
科

合
　
　
計

以
上
総
計

ごコ＝

　
五

九

　
一四

八

一
三
三

山ハ

E
二

概
・
嵩

七
・
〇

七
．
〇

七
・
（

6
あ

六
畜

七
・
二

九
・
〇

月
回

九
・
O

㍗
〇

一〇

E
0

δ
。
〇

一
三
・
Q

最
小

五
。
O
す

四
●
〇

三
・
五

四
蓋

四
＆

五
・
〇

五
あ

六
●
〇

三
・
五

四
・
O

四
・
0

磨
O

砥
・
O

旺
・
〇

四
●
五

四
・
．
晶

三
・
五

　
　
　
月

亭
均
　
最
大

七
●
四
寸
　
　
二
五
・
O
寸

七
・
九
　
三
・
〇

七
毛
　
西
●
〇

七
●
六
　
　
一
三
●
〇

六
邑
　
6
。
O

翫
・
二
　
六
・
O

八
●
三
　
　
穴
●
〇

七
茜
　
一
五
ろ

七
●
四
　
　
　
二
一
・
〇

七
西
　
　
三
・
0

由ハ

ﾑ
六
・
〇

七
・
〇

切
蓋

七
二

九
・
〇

六
。
八

七
・
嵩

九
・
〇

七
・
0

6
・
〇

九
豊

6
・
〇

九
＆

6
・
0

量
・
0

最
小四

・
等

四
・
〇

四
●
0

亭
七

五
・
〇

四
・
O

誠
・
〇

四
●
〇

四
●
〇

三
毛

五
・
0

罫
O

畢
〇

六
●
〇

五
・
〇

九
●
〇

五
・
〇

三
毛

叛
に
Y
氏
推
定
の
種
々
の
高
度
の
太
陽
の
大
さ
を
記
す
。

　
　
高
度
　
　
0
度
　
　
一
尺
二
寸
　
　
　
　
　
三
〇
度
　
八
寸

　
　
　
　
　
四
五
度
　
⊥
ハ
　
寸
　
　
　
　
六
〇
度
　
⊥
ハ
寸

　
　
　
　
　
七
五
度
　
五
　
　
寸
　
　
　
　
九
〇
度
　
四
寸

　
此
様
な
實
験
の
際
注
意
す
べ
き
事
は
高
度
の
方
も
實
測
す

る
か
、
叉
は
時
間
か
ら
計
算
す
る
必
要
が
あ
る
。
高
度
を
推

定
し
忙
の
で
は
其
庭
に
叉
心
理
作
用
の
影
響
が
這
入
っ
て
來

て
都
合
が
悪
い
。
例
へ
ば
實
験
に
依
れ
ば
二
十
三
度
位
の
高

さ
を
地
卒
線
ご
天
頂
こ
の
其
中
ご
威
す
る
さ
う
で
あ
る
。

　
叉
三
つ
星
の
各
の
間
の
距
離
は
何
寸
位
に
思
は
れ
る
か
ご

い
ふ
樺
な
こ
ご
を
調
べ
て
見
る
の
も
よ
か
ら
う
ε
思
ふ
。
宜
ハ

他
北
斗
七
星
中
の
大
熊
座
ア
星
ご
べ
星
こ
の
距
離
ご
か
、
ペ

ガ
ス
ス
の
四
邊
形
の
一
邊
の
長
さ
ご
か
、
北
極
星
ご
大
熊
座

ア
星
ご
の
間
の
距
離
等
ざ
い
ふ
様
な
比
較
的
大
き
い
角
距
離

に
就
て
も
そ
れ
が
何
丈
要
尺
位
に
思
は
れ
る
か
調
査
統
計
し

て
見
る
の
も
面
自
か
ら
う
ご
思
ふ
。

　
讃
者
の
中
で
此
様
な
調
査
に
興
味
を
戚
ぜ
ら
る
、
方
々
で

調
査
に
便
宜
な
職
務
を
も
つ
て
居
ら
れ
る
方
は
、
高
い
麗
に

あ
る
月
や
太
陽
が
何
寸
何
分
位
に
見
ぬ
る
こ
か
、
地
卒
中
に

近
い
虜
に
あ
る
月
や
太
陽
が
こ
の
位
に
見
ね
る
こ
か
、
其
他

星
の
間
の
距
離
等
に
つ
い
て
調
べ
て
も
ら
い
π
い
。
（
終
）


